
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 講 師： 斎藤成也（サイトウ ナルヤ） 国立遺伝学研究所教授 
略歴：1957 年福井県生まれ、東京大学理学部卒、専攻は人類進化学、ゲノム進化学。 

東京大学 1院理学研究科生物科専攻教授、ヒトの進化を DNA のゲノム情報の解析を中心に研究。 

主な著書：｢DNA から見た日本人」ちくま書房 

「ゲノム進化学入門」共立出版 

       「日本列島人の歴史」岩波ジュニア新書 

       「核 DNA 解析でたどる日本人の源流」河出書房新社  他多数 

 

コーディネーター： 栁平 彬
さかん

（グループダイナミックス研究所） 

◆ 日 時： 2018 年 12 月 13 日（木）１４：００～１８：００ 

            グループダイナミックス方式による主なディスカッションのテーマ（予定） 

● 縄文人と弥生人の違い 

● なぜ 、人財は劣化したのか 

       ● 日本人の特徴と能力 

       ● 日本語の起源とその潜在能力とはなにか 

● 次世代の人財、トップや職場のリーダーをどう育てるか 

● 人づくりに必要な長期戦略の必要性      など 

◆ 会 場： GDI 川崎生涯研修センター（裏面地図参照） 

◆ 定 員： ２５名（定員になり次第締め切ります） 

◆ 参加費： ５,０００円（下記、懇親会のお料理は別料金です） 

縄文天然温泉 志楽の湯入浴券付 

懇親会（１９：００～２０：３０ 別料金 ／ 蕎麦会席：３，０００円） 

◆  お申込み： 裏面のお申込書にご記入の上、044-541-3336 まで FAX ください。 

  またはグループダイナミックス研究所ホームページからお申込みください。 

（http://www.gdi-attitudes.co.jp） 

 

 

第３回人づくりフォーラム 

「最初の日本列島人はどんな人たちだったか」 

―核DNA解析でたどる日本人の源流とその潜在能力― 

 

ねらい：日本列島人 20 万年の旅、アフリカを出た人類はどのように日本へたどり着いたのか。 

日本人の祖先は、どう移動していったのか。Y染色体の系統の解析からアプローチす 

ると、日本列島人に特異な D系統は、チベット人とインド洋のアンダマン諸島人が近く 

中国人・東南アジア人とはかけ離れていたということがわかりました。核ＤＮＡ解析 

でたどる日本人の源流、縄文人と渡来系弥生人の子孫とされる日本人の歩みを知るこ 

とによって、その潜在能力と長所・強みを話し合います。 

出展：日本列島人の歴史（斉藤成也著） 

主 催： グループダイナミックス研究所 TEL:044-541-2455 

e メール：honbu@gdi-attitudes.co.jp 
 

http://www.gdi-attitudes.co.jp/
tel:044-541-2455


お 申 込 書 

 

 

 
 

1. 第 3 回人づくりフォーラムに 

 ・参加する      ・参加しません 

 今回は参加できないが、今後講演会の情報提供は ・希望します  ・希望しません 

2. 交流懇親会に 

 ・参加します     ・参加しません   （NO1 と 2 いずれかを〇で囲んでください。） 
                          

お名前 
 

T E L  
 

ご勤務先 
 

所 属 
 

ご住所 
〒 
                                   （ ご自宅 ご勤務先） 

E-mail 
 

今回のフォーラムで、斎藤成也さんにお聞きしたい質問があれば、２つまでご記入ください。 

 

 

 

 

上記の記入欄にご記入の上、下記宛まで FAX でお送り下さい。 

FAX 送信先：０４４－５４１－３３３６ グループダイナミックス研究所宛 

会場までのアクセス図 

至横浜 

至東京 

 


